
初
め
て
の
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表 

 

当
然
で
す
が
由
紀
子
も
１
学
期
の
通
知
表
を
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。 

開
い
た
時
、
私
は
驚
き
と
感
激
で
一
瞬
、
内
容
を
読
む
こ
と
す
ら
忘
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
小
さ
な
字
で
び
っ
し
り
と
教
科
ご
と
に
今
の

由
紀
子
の
状
況
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
の
で
す
。
上
の
２
人
の
娘
達
の
通
知

表
と
は
ま
っ
た
く
違
う
物
で
す
。（
み
ん
な
に
見
せ
て
あ
げ
た
い
） 

人
と
比
べ
る
よ
う
な
評
価
は
全
く
な
く
て
、
そ
の
子
が
今
何
が
出
来
、

何
が
出
来
な
い
の
か
き
ち
ん
と
書
い
て
あ
る
の
で
す
。 

先
生
は
さ
ぞ
か
し
大
変
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
親
に
は
最
高

の
通
知
表
で
し
た
。 

 

い
つ
も
思
う
の
で
す
が
，
由
紀
子
は
自
閉
症
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え

て
い
ま
す
が
、
小
学
校
生
活
に
関
し
て
言
え
ば
、
由
紀
子
の
成
長
の
ペ
ー

ス
に
合
わ
せ
た
教
育
を
受
け
ら
れ
、
配
慮
も
し
て
も
ら
え
る
。
そ
れ
に
こ

の
通
知
表
で
す
。
こ
れ
っ
て
最
高
に
幸
せ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 
 
 

楽
天
家
の
発
言
で
し
ょ
う
か
？
（
笑
） 

 

その１「飛行機初体験の巻」  
出発の日、福江はあいにくの天気でした。 
11：00 頃、予定していたジェットフォイルが欠航

との連絡が入って、急きょ 11：55 の飛行機で行く事

にしました。20 分でバタバタと用意して空港に行っ

たのですが、この変更はとても勇気がいりました。 
実は由紀子は飛行機が初めてなのです。 
《泣くかもしれない、泣いたら担いで機内に運び込

もう、みんなの冷たい視線にも耐えよう》…母は決心

していました。 
 ところが･･あっさり乗り込んだ由紀子さん！ 
本に読みふけって、離陸も着陸もへいき！！ 
心配げな私に、ニコニコ顔で「飛行機たのしかったね

ェ！」ですって。 
また私の取り越し苦労だったかと苦笑いでうなずく

母でした。 

キャンプに 
行くまでが 
大変でした。 

 

                                     １９９９年８月１日 
                                        №３                                                                 

                                       発行人 tomi 
 
 

暑中お見舞い申し上げます。 
 皆さんいかがお過ごしですか？ 
 由紀子は初めての夏休みを、自閉症親の会の療育キャンプでスタート

しました。 
７月２３日から２５日まで行われたこのキャンプは野母崎の国民宿

舎「亜熱帯」を借り切って行われ、２８名の自閉症児を６０名近い専門

のスタッフが支えてくださいました。（家族を含め総勢１６０名です） 
事前に提出したアンケートをもとに担当のボランティアの方が決められ

ていて、寝るとき以外は親とは別行動で参加します。 
アクシデントがあって残念ながら、夕食からの参加になってしまった

由紀子は、現地についた途端パニックを起こしてしまい大泣きでした。 
でも、担当のボランティアの方が落着いて対応してくださったおかげで

すぐに立ち直っていつものニコニコを取り戻す事が出来ました。ホッ！ 
 翌日からは山登り、海水浴、キャンプの集い、プールとハードなスケ

ジュールが組まれていましたが、親の心配をよそに、お姉さんと楽しい

思い出をたくさん作ってきたようです。（写真のように、ちょっとズルし

て片目を出したスイカ割りも見事に命中です。） 
今回はじめて参加したのですが、去年の私にはこのキャンプに参加す

る勇気がありませんでした。スケジュールを聞いただけで由紀子には無

理だと決めつけていたのです。 
でも今思えば、問題は由紀子ではなく私自身でした。キャンプ中、朝

になると生き生きとしてお姉さんの所に飛んで行く姿がすべてを教えて

くれました。由紀子のまた新しい顔に出会う事が出来て参加して本当に

よかったと思っています。これは由紀子の年中行事になりそうです。 
 私にとっても、久々にのんびりとおしゃべりを楽しんだキャンプでも

ありました。 

 

その２「諫早の集中豪雨の巻」 
 キャンプの集合時間に間に合うようにと、前日から一緒にキャンプに

参加するお友達のお宅に泊めていただきました。そこが諫早でした。 
予定通り８時 30 分にタクシーで出発したものの、すごい渋滞で、いつ

もならば５．６分の所までなんと１時間もかかってしまいました。（土

地かんのない私は、どこにいるのかわからないままでしたが･…。） 
すごい雨で前は見えないし、道路はまるで川のようでした。友人の判断

で引き返してみると、諫早市内には非難勧告が出ているではないです

か･…。もうビックリです。降り続く雨とカミナリにどうなるのかと思

いました。幸い被害は何もありませんでしたが、交通規制のため動きが

とれず、キャンプ参加は夕方からとなってしまいました。 
 それにしても、友人のお宅には予定以上にお世話になってしまい申し

訳なく、キャンプ場からもわざわざ迎えに来ていただいたり、皆さんに

とても迷惑をかけてしまいました。 
   みなさん！ありがとうございました。 
そして、雨やカミナリの中、一時間も車に閉じ込められたのに、じっと

我慢してパニックにもならなかった２人の子ども達に大拍手です。 

由紀子が現在 

楽しんでいるのは 

バブルバス！ 

優雅な夏休みを過ご

しております 


